
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童心理司(基礎)Ⅱ 

対 象 
子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員【定員８０名】 
※本研修は、昨年度まで「児童心理司（１～２年目）Ⅱ」
として実施していましたが、経験年数によらず受講し
ていただくために名称変更しました。 

 

場 所 

児童心理司として求められる役割を理解するとともに、
基礎的な知識・スキルを身につけ、面接・心理検査等を通
じた子どもと保護者の状態の的確な把握、アセスメント及
び他職種・他機関との連携によるケースへの対応力を習得
する。 

ねらい 

特別区職員研修所（東京区政会館別館） 
（千代田区九段北１－１－４） 

 

日 程 

令和６年度 児童相談所関連研修 

１１月１５日（金）・１９日（火） 
【２日間】 

※研修カリキュラムは、次ページに掲載しています。 



 

 

１１月 教科目・講師名（敬称略） 内容 

15 日 

（金） 

9：00～17：00 

ＷＩＳＣ－Ⅴ知能検査を活用した 

子どものアセスメント 
 

【講師】国立大学法人東京学芸大学 名誉教授 

    学校法人旭出学園 理事長 

    上野 一彦 
 

 

５つの主要指数と５つの補

助指数の説明を中心に、子ども

の支援に活用できる解釈につ

いて学びます。 

また、検査を実施する上での

着眼点や、どこを観察したらい

いかといった検査施行時の注

意点などについても解説しま

す。 

 

※実技講習会ではありませんのでご注意

ください。 

１９日 

（火） 

  

9：00～17：00 

力動フォーミュレーションを活用した 

アセスメント 
～専門職の基礎力向上のための 

        連想テキスト法～ 
  

【講師】東京メンタライゼーション研究会代表 

    たかつきクリニック臨床心理士 

    東京都公立学校スクールカウンセラー 

    東 啓悟  

 

 
  

 

「連想テキスト法」による力

動フォーミュレーションにつ

いて学び、専門職としての基礎

力の向上を目指します。 

クリニックで成人、思春期の

心理療法・心理検査に携わると

ともに、スクールカウンセラー

として児童臨床、保護者へのカ

ウンセリング・コンサルテーシ

ョンにも携わる講師をお招き

し、実務に役立つ方法論を学び

ます。 

計 １４時間（２日間） 

児童心理司(基礎)Ⅱカリキュラム 

 

 

【問合せ先】特別区職員研修所 教務第２課 児童相談研修係 

                    ℡：03-6261-1313 

 

 

主な著書： 

・「日本版ＷＩＳＣ－Ⅳによる発達障害のアセスメント

－代表的な指標パターンの解釈と事例紹介－」（共

著） 日本文化科学社(2015) 

・「ケース別 発達障害のある子へのサポート実例集 

小学校編」（共著）ナツメ社(2010) 

・「ＬＤ（学習障害）のすべてがわかる本」講談社

(2018)                     など多数 

主な著書： 

・「メンタライゼーション実践ガイド：境界性パーソナリ

ティ障害へのアプローチ」（共訳）岩崎学術出版社

(2019年) 

・「実践 力動ケースフォーミュレーション」（共著）岩

崎学術出版社(2022年) 

 


